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※当日一般:￥1800/大高生半1500の処(一郎副場除<>

※一部劇場では取り扱っておりません

※特典は数量限定、無くなり次第終了となります

※表示価格税込

-峰温臨遍圃・

-圃薩雇誼函・

置盃商標語底面置

画面図富盛轟函温

E孟麗福留函置画面圃盈函

直面盛盈幽函置

.量蕗盈盛田-踊福圃・

-皿屋蚤置

E函廼霊園盈圃

2月 4

-騒轟盟副・・

置置露瑠璃圃・

11m彊盟彊孟圃

刀ではなく、そろばんで、家族を守った侍がいた。
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幕
末
カ
ら
明
治
。
激
動
の
時
代
を
、
知
恵
と
愛
で

生
き
抜
い
た
家
族
の
姿
が
実
在
の
〈
家
計
簿
〉

か
ら
よ
み
、
か
え
る
。

メ入
7

古
書
店
で
偶
然
発
見
さ
れ
た
家
計
簿
、
そ

れ
は
国
史
研
究
の
通
念
を
覆
す
大
発
見
と

な
っ
た
。
日
々
の
買
い
物
、
親
戚
付
き
合
い
、

子
供
の
養
育
費
、
冠
婚
葬
祭
|
|
家
計
簿

か
ら
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
る
、
下
級
武
士

一
家
の
暮
ら
し
ぶ
り
。
こ
の
家
計
簿
を
つ

け
た
武
士
、
猪
山
直
之
が
本
作
の
主
人
公

で
あ
る
。
代
々
加
賀
藩
の
御
算
用
者
(
経
理
係
)
と
し
て
仕
え
た

猪
山
家
の
跡
取
り
息
子
と
し
て
、
家
業
の
そ
ろ
ば
ん
の
腕
を
磨
き
、

才
能
を
買
わ
れ
て
出
世
す
る
。
し
か
し
、
当
時
の
武
家
の
慣
習

に
よ
っ
て
出
世
す
る
度
に
出
費
が
増
え
続
け
、
つ
い
に
は
家
計
が

窮
地
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
直
之
は
、
あ
る
"
家
計
立
て
直
し

・
・
・
・
・
・
・
・
計
画
“
を
宣
言
す
る
。
そ
れ
は
、
家
財
を
売
り

・
田
圃
・
・
・
潤
掴
払
い
、
家
族
全
員
で
質
素
倹
約
し
て
膨
大

圃
・
・
聞
…
睡
な
借
金
の
返
済
に
充
て
る
こ
と
だ
っ
た

0

・
・
・
圃
鴫
制
璽
体
面
を
重
ん
じ
る
武
士
の
世
に
あ
っ
て
、

.

.

，

臨

圃

世

間

の

噸

笑

を

浴

び

な

が

ら

も

、
知

恵
と

・
・
圃
・
司
凶
・
・
工
夫
で
日
々
の
暮
ら
し
を
前
向
き
に
乗
り

-
E
B
E
-
-

越
え
よ
う
と
す
る
猪
山
家
の
人
々

。

見
栄
や

世

間

体

を

捨

て

て

も

直

之

が

守

り

た

か

っ

た
も
の
、
そ
し
て
わ
が
子
に
伝
え
よ
う
と

し
た
思
い
と
は
|
|
。
本
作
は
、
激
動
の

時

代

を

世

間

体

や

時

流

に

惑

わ

さ

れ

る

こ

と
な
く
、
つ
つ
ま
し
く
も
堅
実
に
生
き
た

猪

山

家

三

世

代

に

わ

た

る

親

子

の

鮮

と

家

族

愛
を
描
い
た
物
語
で
あ
る
。

協バ

先
行
き
不
透
明
な
現
代
を
生
き
る
ヒ
ン
ト
を

く
れ
る
、
時
代
を
舗
に
生
き
抜
く

。

物

語

の

背

景

と

な

る

幕

末

か

ら

明

治

は

、

世

の
中

の
秩

序
や

価
値
観
が
大
き
く
変
化
し
た
時
代
。
歴
史
上

に
名
を

残
す
英
雄

が
活
躍
す
る
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
表
舞
台
に
立
つ
こ
と

の
な

か
っ
た
人
々
は
、
日
本
の
大
変
革
期
を
一
体
ど

う
生

き
た

の
か

?

猪

山

家

の

生

き

方

は

、

金

融

破

綻

、

地

価

下

落

、

リ

ス
ト
ラ

、

家

族

の

断

絶

や

孤

独

死

な

ど

、

様

々

な

社

会

問
題
に

直

面
し

て

い
る
私
た
ち
に
、
今
を
生
き
抜
く
た
め
の
ヒ
ン
ト

を

教
え
て

く
れ
る
だ
ろ
う
。

森

田

芳

光

監

督

が

豪

華

キ

ャ

ス

ト

で

贈

る

家
族
ド
ラ
マ
の
名
作
こ
こ
に
誕
生
。

原
作
は
、
武
士
の
家
計
簿
「
金
沢
藩
士
猪
山
家
文
書
」
か
ら
幕
末
の

武
士
の
生
活
を
生
き
生
き
と
読
み
解
い
た
磯
田
道
史
著
『
武
士
の

家
計
簿
「
加
賀
藩
御
算
用
者
」
の
幕
末
維
新
』
(
新
潮
新
書
刊
)
。

監
督
は
常
に
時
代
を
様
々
な
角
度
か
ら
切
り
取

り

、
家
族

の
在
り

方

を

描

い

て

き

た

森

田

芳

光

。

そ

し

て

見

栄
や

建
前

を
捨

て

実
直
に
生
き
る
主
人
公
・
猪
山
直
之
にN
H
K
大
河

ド
ラ

マ

「

篤

姫

」

の

魅

力

的

な

家

定

役

で

話

題

を

さ

ら
っ

た
堺

雅
人

。

直

之

を

支

え

る

献

身

的

な

賢

妻

・

お

駒

に

「

功

名

が

辻

」

の

武

将

・

山

内

一

豊

の

妻

・

千
代

役
で
芯
の
強
い
女
性
を
見
事
に
演
じ
た
実

力

派

女

優

の

仲

間

由

紀

恵

。

そ

し

て

、

松

坂

慶
子
、
中
村
雅
俊
、
草
笛
光
子
、
西
村
雅
彦
ら
、

正
月
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
豪
華
キ
ャ
ス
ト

が

勢

ぞ

ろ

い

し

た

。

武
士

も
辛

い
よ
f

出
世
し

た
の
に

、

ど
う
し

て

家
計

が
苦

し

く
な

る
の

?

出

世

し
た
ら

-

家

来
・

使

用
人

を

定

人

数
、

雇

わ

な
く

て

は

な

ら
な

い

・

藩

か
ら

も

ら
っ

た

屋

敷

を
維

持

せ

ね
ば

な

ら

な

い

・

親
戚
や

同
僚
と
の

祝
儀
交
際

に
出
費
せ
ね

ば
な
ら
な
い

・

使

い
の

者

に
も

謝

礼

を

し
な

け

れ

ば
な

ら

な

い

・
他
家
を
訪
問
す
る
/
さ
れ
る
際
の
手
土
産
を

用
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い

-

冠

婚
葬
祭

や

年
中

行
事

に

関
連

し

た
贈

答
の

や

リ
取

リ

を

し

な
け
れ

ば

な
ら
な
い

-

子

供
の
通

過

儀
礼

で
の

親

戚
の

饗

応
を

閑
か

ね

ば
な

ら

な
い

.
江

戸

で
の
単

身
赴

任
暮
ら

し
ど

の
二
重

生
活

を

送
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い

:
に
も
か
か

わ
ら
ず

、
薄
か
ら

の
手
当
て
は

ご
く
わ
ず
か
f

猪
山
家

の

支
出

入

①
父

・

信
之
ど

息

子

・
直

之
合

わ

せ
《

崎
山

家

の
年

収

約
1
2
0
0
万
円
(
銀
約3
0
0
0匁
)

②
気
が
つ
け

ば
、
多

額
の
借
金f

総

額
約
2

4

0
0
万

円
(
銀

約6
0

0
0
匁

)

③
家
族
総
出
で
、
家
財
を
売
リ
払
い
借
金
返
済

総

額
約
1

0
2

5
万

円

(
銀2
5

6

3

-

q
2匁

)

こ

れ
が

猪
山

家

の
"

家
計

立

て
直

し
計

画

“

①
家
計
簿
を

つ
け
る

銭

頭
一

個

、
大

根

一

本

の
値

段

も

記

録

f

こ

れ
が

猪
山

家
の

家

計
簿

。

白
分
の
結

婚
式
も
家

族
の
葬
式

費
用
も
・
..

かかった経費はその日のうちに記録。

②家財を売リ払って借金返済二円
着物や茶道具から弁当箱にいたるまで、

合計回品目を売却。

③知恵ピエ夫で

f
日々の生活を乗リ越える

-白

ω子の袴着の祝いの"鯛の塩焼き“を

"絵鯛“にして節約。
-職場に持っていく弁当も、豪華なものから質素なものに変更。

-台子の酢醤油・昆布じめ・焼き物など、一尾の鱈も料理法を変えて、食卓に
バリエーションを。

-囲碁セットは売り払い、手書きの碁盤ど貝殻で作った碁石で代用。[ 節 約 後 ][ 節 約 前 ]


